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茶業科の特徴

①新品種を用いた多様な茶種の生産

②実践的な栽培・加工技術の習得

③日本茶アドバイザー等，資格取得

④特色ある教育カリキュラム

⑤高い就農・就業率



①-1 品種について
吹上７０ａ 知覧３０ａ

県奨励品種 やぶきた，あさつゆ，ゆたかみどり

紅茶品種 べにふうき

新品種 せいめい，さえあかり，きらり３１



緑茶 紅茶

てん茶

①-2 多様な茶種

実習では紅茶やてん茶も製造



②-1 栽培技術の習得

ロボット摘採機 乗用型防除機

最新の茶園機械で実習



②-2 加工技術の習得

粗揉機の操作実習

品質を考えた製茶法を習得

製茶後のメンテナンス

出荷調整



6 7 10
①4～8月：実習，9月～：講義
②農家留学研修：6，7月（二番茶）と10月（秋期）

③-1 教育カリキュラム

年次 月 講義・実習内容 年次 月 講義・実習内容

4 一番茶 4 一番茶
5 5

6 二番茶 6 二番茶
7 卒論計画検討会 7 農家留学研修（前期）

8 栽培管理実習 8

9 秋芽管理実習 9

10 秋整枝実習 10 農家留学研修（後期）

11 （翌年一番茶準備） 11 日本茶ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ受検
12 12
1 1
2 2 卒論発表会
3 3

1年 2年

実

習

実
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義
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義



③-2 多彩な講師陣

茶関係機関の各専門家による講義

鹿児島大学，試験研究機関，県経済連，

茶関連企業・団体，等

(独)枕崎研究機構での講義



③-3 プロジェクト学習

①
計画作成

１年生７月

②

調査研究

1年間

③

プロジェクト発表
２年生12月

学生が主体的に課題解決に取り組みます

企画力・実践力 問題解決能力



手もみ研修

茶市場研修校外学習(松元機工)

③-4 特色ある研修

茶道・煎茶道



④ 卒業後の進路
卒業者数 就農

研修後就農
（農業法人等） 役場農協 関連企業 他 進学

H28 5 0 3 0 1 1 0
H29 3 0 2 0 0 0 1
H30 2 0 １ 0 １ 0 0
R1 6 2 １ １ 2 0 0
R2 2 0 １ 0 １ 0 0
R3 4 1 3 0 0 0 0
R4 8 1 0 1 4 2 0

卒業生は，①就農，②就業，③機械メーカー，
④茶商社，⑤研究科へ進学後公務員が多い。



終


